出向に関する覚書

　株式会社○○○（以下「甲」という）と、△△△株式会社（以下「乙」という）とは、乙から甲へ出向する乙の社員□□□□（以下「丙」という）に関して、次のとおり申し合わせ覚書を締結する。

記

第1条（出向者）

　丙は、乙に在籍したまま甲に出向するものとする。

第2条（出向者の所属役職、業務内容）

　丙の甲における所属役職、業務内容は、別途これを定め通知する。

第3条（出向期間）

　丙の出向期間は、平成○○年○○月○○日から平成○○年○○月○○日までとする。なお、出向期間の延長または短縮については、甲・乙協議のうえ決定する。

第4条（服務条件）

　丙は第2条所定の甲の勤務に服するとともに、労働時間・休日・休暇等の労働条件については、甲の就業規則を遵守するものとする。

第5条（給与・賞与その他）

１．丙の月例給与・賞与その他は、乙の規定にもとづき、乙において直接支給する。

２．甲は、上記負担分として年額○○○○○○円（月例給与相当分○○○○千円＋賞与相当分○○○○千円）を乙に支払うものとする。

３．丙の通勤交通費、および業務上諸経費は甲で負担するものとし、甲から丙へ直接支給する。

第6条（社会保険）

１．丙の健康保険、厚生年金保険、雇用保険については、引き続き乙が付与する。

２．労災保険については、出向と同時に甲に移管する。乙は、労災保険料算定基礎額を甲に通知するものとする。

第7条（負担金の支払い）

1． 甲は乙に人件費の負担分として、毎月末までに○○○○○○円を下記口座へ振り込むものとする。

　　　　振込先　　　○×銀行　　××支店

　　　　口座番号　　（当座）　　0000000

　　　　口座名義　　△△△株式会社

　

第8条（災害補償）

　丙の業務上または通勤途上災害に対する補償給付は甲が行う。ただし、乙の規定にもとづく補償額が、甲の規定による補償額を上回る場合は、その差額を乙が丙に支給するものとする。

第9条（退職金）

　丙に対する退職金は、乙において、乙の規定にもとづき支給する。

第10条（秘密保持）

　乙および丙は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

第11条（事務処理）

　甲は、次の事項を速やかに乙に通知する。

　　①
丙の毎月の勤怠

　　②
丙およびその家族の慶弔

　　③
丙の甲における所属・役職等の変更

　　④
丙の賞罰の対象となる事実の発生

　　⑤
その他通知が必要と認められる事項

第12条（その他）

　本覚書に定めのない事項、または後日この契約書の一部に変更の必要が生じた場合は、別途甲・乙協議のうえ、定める。

　本書締結の証として本書2通を作成し、甲・乙とも各1通を保有する。

　　平成○○年○○月○○日

甲　　　　　　　株式会社○○○　　　　　

　　　　代表取締役　　□□□□□

乙　　　　　　　△△△株式会社　　　　　

　　　　代表取締役　　□□□□□

